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今回初めて編集責任者の任につかせていただきました．これまでは執筆側として関わってきましたが，改め
て“電気製鋼”の過去の資料を見返してみますと，本報のように“耐食・耐熱材料特集”としてであったり，“自
動車用部材”，“産業機械部材”のように用途を考慮した形であるにせよ，執筆内容として耐食・耐熱材料に関
わるものが増えていると実感させられます．近年，環境，エネルギー関連に注目が集まるとともに，輸送機器
の燃費改善，発電プラントの効率改善など，いずれも材料が曝される環境は過酷にならざるをえないものが多
く，今後も耐食・耐熱材料の需要は高くなるものと思われます．
さて，3年前に第 83巻 No. 1“産業機械部材”にて Ni基超合金に関する紹介を多数行ったこともあり，本

報ではステンレス鋼と Ti合金，TiAl合金，Co-Ni-W-Al合金に関する内容となっております．技術解説では，
前九州大学の菊池正夫教授にステンレス鋼について，関西大学の池田勝彦教授にはチタン合金について，各分
野における材料開発の特徴および動向に関する解説を頂きました．論文および技術資料では，汎用鋼の成分適
正化の事例として析出硬化型ステンレス鋼を 2件，開発材料として超高温域で利用可能な Co-Ni-W-Al合金，
タービンホイールに適用されている TiAl合金，生体用 Ti合金の 3件．製品紹介では，当社開発材の大気圧高
窒素マルテンサイト鋼 DSR40N，航空機分野の製造認定を受けている高性能耐熱ベアリング用鋼M50NiL，排
気系シーリング部材 DSALOY718の 3件．また，設備紹介として知多工場に導入しました炉体旋回式電気炉，
および当社グループの大同精密工業㈱殿には，ターボ用途を想定した高温環境に曝される部品の表面処理設備
として新規導入されました窒化処理炉を寄稿頂きました．
本報の内容は多岐にわたり，非常に盛りだくさんな特集となりました．材料技術，モノづくり技術の視点で
読み解いていただき，本報が今後の皆様の発展に少しでもお役に立てたら幸いです．
最後になりますが，寄稿していただいた方々，論文の査読をしていただいた方々をはじめ，本報発行にご協
力頂きました全ての皆様に心より感謝申し上げます．

以上
（編集責任者：高林宏之）

【前号の訂正】
第 85巻 No. 2におきまして電気製鋼編集委員の名前に誤記がありました．下記の通り訂正します．

大橋八郎　→　大橋貢八郎
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